中国の金属工芸

古代中国の金属工芸には、現代の技術をもってしても及ばない高度な技術が発揮されています。本展では、およそ3000年前の殷周時代から1300年前の唐時代までの金工品を中心にご紹介します。今話題の「羽人」（後漢時代、展示期間：7月5日〈土〉～12月27日〈土〉）や、超絶技巧による「青銅　人物鳳凰飾龍把香炉」（六朝時代）、ビリっとした緊張感ある隋唐時代の銅鏡などの各種作品が皆様を魅惑の金工世界に誘います。
なお「羽人」は、大阪市博物館機構の６館の所蔵品の中から、都市大阪の魅力を体感できる「大阪の宝」に選定されています。


